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ど～. 東海喘息研究会; 20220310; 名古屋. 
 
斎藤純平. Dupilumabは重症喘息患者に福音をもたらしたのか？～Real world dataから考える～. サノフィ全国

WEB講演会Air Way Web; 20220330; 東京/Web. 
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鈴木康仁. 難治性喘息に対するMepolizumabの有効性～自験例およびREALITI-A試験を踏まえて～. GSK 
Severe Asthma Seminar in 福島; 20220331; 福島. 
 
鈴木康仁. 難治性喘息に対する生物学的製剤と福島県データベースを用いたCOVID-19の検証. Respiratory 
CARAVAN 2022; 20220603; 福島. 
 
斎藤純平. 難治性慢性咳嗽の治療に対する新たな一手～ゲーファピキサントの位置づけ～. リフヌアⓇWEBセミ

ナー; 20220615; 福島/Web. 
 
斎藤純平. 喘息治療における吸入薬の使い分け～シングル？デュアル？トリプル？～. GSK Asthma Web 
Seminar; 20220725; 福島/Web. 
 
斎藤純平. 原因疾患に基づく慢性咳嗽へのアプローチ～新薬ゲーファピキサントへの期待～. 和歌山呼吸器／病診

連携の会; 20220824; 和歌山. 
 
斎藤純平. 喘息診療における呼気NOの使い方. Kyorin Web Salon; 20220831; 福島/Web. 
 
斎藤純平. 咳嗽という観点から見た喘息診療～喘息でしつこい咳嗽が残っていたら？～. Kyorin Asthma webinar 
in 福島; 20220909; 福島. 
 
鈴木康仁. 当科における重症喘息患者に対するオマリズマブの使用経験 費用対効果から考える重症喘息治療; 
20220914; 福島. 
 
斎藤純平. 難治性慢性咳嗽の治療に対する新たな一手～ゲーファピキサントの位置づけ～. リフヌアⓇWEBセミ

ナー; 20221020; 福島/Web. 
 
斎藤純平. 重症喘息においてデュピクセントが切り開く新たな治療戦略. 岩手県南中部地区ZOOM講演会; 
20221128; 岩手/Web. 
 
斎藤純平. 重症喘息治療Update～費用負担と併存症を踏まえた抗体製剤の使い方～. Novartis Web Seminar; 
20221208; 福島/Web. 
 
斎藤純平. 難治性慢性咳嗽の治療に対する新たなアプローチ～リフヌアの患者像を探る～. TOHOKU Cough 
Expert Meeting; 20221209; 仙台. 
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